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Commissioning

・Spin班
→Online Monitoring guideのslide作成

・INTT2の振る舞い
→On going 中

・Vernier scan解析
→お勉強中

L1 delayのquick check
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APRに向けて

ハーフエントリー問題
Rate依存性

Run71649を基準とし、3fill分の
データを使って、ハーフエント
リーの回復率がレートに依存する
のかを確認した。

→線形Fitの結果、傾きが誤差の範
囲内で0になった。
→レート依存なし。回復順調！

APR向けプロットです
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カナダ実験少々

TRIUMFに行ってきました

qLV実験に参加
内容 : 
Li8を使って、弱い相互作用の破れの検証

やったこと : 
ソフトウエア担当で、アナライザーを
PICOSCOPE, DL950の2機器用作成
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カナダ実験少々

偏極度

𝑁+
𝐹 𝑡 = ε𝐹𝑛0 1 + 𝑃𝐴 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐹

𝑁+
𝐵 𝑡 = ε𝐵𝑛0 1 − 𝑃𝐴 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐵

𝑁−
𝐹 𝑡 = ε𝐹𝑛0 1 − 𝑃𝐴 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐹

𝑁−
𝐵 𝑡 = ε𝐵𝑛0 1 + 𝑃𝐴 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐵
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𝑑 + 1

𝑁+
𝐹 𝑡 = ε𝐹𝑛0

+ 1 + 𝑃+𝑒 Τ−𝑡 𝑇1𝐴𝐹 cos δ𝐹 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐹

𝑁+
𝐵 𝑡 = ε𝐹𝑛0

+ 1 − 𝑃+𝑒 Τ−𝑡 𝑇1𝐴𝐵 cos δ𝐵 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐵

𝑁−
𝐹 𝑡 = ε𝐹𝑛0

− 1 − 𝑃−𝑒 Τ−𝑡 𝑇1𝐴𝐹 cos δ𝐹 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐹

𝑁−
𝐵 𝑡 = ε𝐹𝑛0

− 1 + 𝑃−𝑒 Τ−𝑡 𝑇1𝐴𝐵 cos δ𝐵 𝑒 Τ−𝑡 τ + 𝐵𝐺𝐵
補正を簡単にして考えると、
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カナダ実験少々

Canada place

Aurora
Squamish Chief
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